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◆
公
民
館
で
出
張
夜
間
委
員
会

　
平
成
21
年
４
月
、
議
会
基
本

条
例
と
議
員
政
治
倫
理
条
例
の

制
定
を
目
的
と
し
て
議
会
改
革

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
以

後
、
こ
れ
ま
で
11
回
の
委
員
会

会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
は
、
住
民
の
皆
様

か
ら
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
い

う
考
え
の
も
と
に
、
３
回
ほ
ど

初
め
て
地
域
の
公
民
館
に
出
張

し
て
夜
間
に
委
員
会
の
会
議
が

開
か
れ
、
休
憩
時
間
を
活
用
し

て
実
際
に
傍
聴
さ
れ
た
住
民
の

ご
意
見
を
伺
う
と
い
う
画
期
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
お
願
い
し
た
法
政
大
学
法
学

部
教
授 

廣
瀬
克
哉
氏
も
参
加
さ

れ
、
要
所
要
所
で
意
見
を
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
た
た
き
台
作
成
と

　
　
　
　
　
意
見
交
換
会

　
７
月
に
は
、
既
に
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
て
い
る
所
沢
市

議
会
の
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を

参
考
に
し
て
議
会
基
本
条
例
４

人
と
議
員
政
治
倫
理
条
例
３
人

の
作
業
部
会
を
設
け
、
こ
れ
ま

で
議
会
基
本
条
例
３
回
・
議
員

政
治
倫
理
条
例
５
回
の
作
業
部

会
が
開
か
れ
、
条
例
の
た
た
き

台
で
あ
る
原
案
作
成
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
作
業
部
会
の
原
案
を
も
と
に

特
別
委
員
会
全
員
で
何
回
も
議

論
を
重
ね
、
ま
だ
一
致
で
き
な

い
部
分
が
何
ヶ
所
か
残
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
議
会
全
員
協
議
会

に
諮
り
、
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
第

１
次
案
を
も
と
に
12

月
19

日

(

土)

、
中
央
公
民
館
で
第
１
回
目

の
﹁
意
見
交
換
会
﹂
を
開
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
富
士
見
市
議
会
議

員
の
傍
聴
も
あ
り
ま
し
た
が
24

人
の
参
加
者
が
あ
り
、
貴
重
な

意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
を
実
行
す
る

に
あ
た
り
、
ち
ら
し
及
び
ポ
ス

タ
ー
作
成
、
地
域
へ
の
ち
ら
し

配
布
、
公
営
掲
示
板
へ
の
貼
り

出
し
、
広
報
車
に
よ
る
宣
伝
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
を
議
員
自
ら
が

行
い
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の

活
動
を
通
じ
て
、
議

会
が
自
ら
変
わ
り

つ
つ
あ
る
と
い
え

ま
す
。

◆
今
後
の
展
開

　
条
例
制
定
に
至
る

ま
で
に
は
、
条
文
の

法
的
チ
ェ
ッ
ク
、
町

執
行
者
側
と
の
調
整
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
な
ど
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
い
く
つ
も
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
息
が

抜
け
ま
せ
ん
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
の

引
き
続
く
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

議会改革特別委貝会の活動報告

Ｈ２２ . ２ . １　三芳町議会だより　No.135

〈茨城県神栖市〉

調査の目的

デマンドタクシー

平成 20 年のコミュニティバス廃止に伴い、移動手段を

持たない市民の交通として、市内全域を対象とする「神

栖市デマンドタクシー」を平成19年10月より導入して

いる。補助金を前提としていないので調査から導入まで

２年弱で済んでいる。

町としてどのように活かすのか

国庫補助を利用せず自主財源で導入したことにより、計

画から実施まで短い期間で導入できた。本町での導入に

あたり制度設計をコンサルタントに依頼するなら、コス

トをいかに抑えるか検討が必要である。また、神栖市の

配車システムは安価なもので初期費用及びランニングコ

ストが抑えられているが、それについても本町では研究

課題となる。

総務建設
12

平成 21 年 11 月４日～５日

〈埼玉県北本市〉

調査の目的

「地域公共交通連携計画」とデマンドバス

国土交通省の「地域公共交通活性化・再生総合事業」を

採用し、今年 10 月 1 日よりデマンドバスのテスト運行

を開始しているので、国庫補助を受けての事業展開につ

いて調査する。

町としてどのように活かすのか

三芳町では、高齢化により、バス路線充実の要望がある。

交通空白地の問題が課題となっている。

北本市の国土交通省補助事業の採用では、調査から導入

に約５年かかっている。平成 20 年度に関係機関をメン

バーとした「地域公共交通会議」を設置し、国庫補助事

業の法定協議会に移行した。本町において国庫補助事業

の採用に当たっては、メリット・デメリットについて十

分に検討しなければならない。町民へのアンケート調査

と関係機関による（仮称）三芳町公共交通会議の設置は

できるだけ早くに実施すべきと考える。

平成 21 年 10 月 21 日～ 22 日

〈群馬県高崎市〉

学校給食センター

調査の目的

学校給食自校式

老朽化が進む学校給食センター

の建て替えにあたり、教育的効

果の高い自校式を採用している

先進地を調査する。

町としてどのように活かすのか

自校式給食は子どもたちの健全

な心身の育成等多くの教育上の

効果があり、委員会では、給食セ

ンターの建て替えにあたっては、

センター方式も含め自校式につ

いても検討すべきであるとの結

論に至った。

各学校で敷地を確保することが

可能か、また、自校式とセンター

方式の財政面での比較調査等を

早急に進めていく。

〈栃木県茂木町〉

リサイクルセンター「美土里館」

調査の目的

ごみの堆肥化

循環型社会を目指し、さらなる

CO2削減のために、生ごみや落ち

葉等の堆肥化をしている先進地

を調査する。

町としてどのように活かすのか

三芳は農業が盛んであり「落ち葉

堆肥」等で豊かな農地としてきた

歴史もある。生ごみ・落ち葉等の

未利用資源のリサイクルを進め

ていく上で、「美土里館」の取り

組みは参考になる点が多い。今

後、循環型社会を目指し、CO2削

減を考えた新たな施策について

調査研究をしていくことが求め

られる。

平成 21 年 11 月 11 日

〈埼玉県川越市及び町内〉

福祉喫茶「ちゃちゃこ」他

調査の目的

障害福祉・高齢福祉施設

障がい者の就労支援・自立支援と福祉喫

茶の運営並びに経営について障害福祉施

設の状況を調査する。

町としてどのように活かすのか

福祉喫茶「ちゃちゃこ」は人が多く訪れ

る川越市の複合施設「図書館・公民館・小

学校」の1階という立地条件に恵まれ、社

会福祉法人が運営している。障がい者一

人ひとりが誇りを持って働けるような就

労支援を最大の目的とし、本体施設を拠

点に地域へサテライト的に事業所を配置

し利用者へ社会参加の場を提供している。

当町の「ハーモニー」の今後の運営にあ

たり、障がい者の就労支援のためには、福

祉支援員等の有資格者を設置することが

参考になる。他に町内「かしの木ケアセ

ンター」と「みずほ苑」を訪問。

常任委員会

厚生文教 常任委員会
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編 集 後 記
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１
９
６
０
年
Ὶ
第
35
代
合
衆
国

大
統
領
に
な
ℕ
た
Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ

デ
鍈
は
就
任
演
説
の
中
に
於
い

て
Ὶ
米
国
民
に
自
己
利
益
を
越
え

て
自
分
の
国
の
た
め
に
働
く
よ
う

促
し
‎
あ
な
た
の
国
が
あ
な
た
の

た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
問
う

の
で
は
な
く
Ὶ
あ
な
た
が
あ
な
た

の
国
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か

を
問
う
て
ほ
し
い
‏
と
述
べ
た
有

名
な
演
説
で
あ
り
ま
す
Ί

　
今
Ὶ
当
町
に
於
い
て
住
民
と
行

政
の
協
働
体
制
の
確
立
を
よ
り
推

進
す
る
た
め
に
‎
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
ネ
兊
ト
ワ
ῴ
ク
‏
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
Ί
運
営
委
員
会
に
多

く
の
町
民
の
方
が
参
加
さ
れ
Ὶ
多

く
の
議
論
が
な
さ
れ
Ὶ
協
働
の
事

業
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
Ί
Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
鍈
の
言
葉

を
噛
み
締
め
つ
つ
Ὶ
一
人
ひ
と
り

の
生
活
・
社
会
環
境
は
違
え
ど
Ὶ

一
人
で
も
多
く
の
方
が
Ὶ
能
動
的

に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
様
々
な

ポ
ジ
シ
奣
ン
か
ら
参
加
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
Ί

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　
　

編
集
委
員
　

橋

委
　

員
　

長
　

菊
　
地
　
浩
　
二
　

副
委
員
長
　

岩
　
城
　
桂
　
子
　

委
　
　
員
　

神
　
田
　
順
　
子
　

　

委
　
　
員
　

　
橋
　
忠
　
一

委
　
　
員
　

光
　
下
　
重
　
之

議
　
　
長
　

秋
　
坂
　
　
　
豊
　

議　会　活　動　日　誌

11月

4 日〜5日　総務建設常任委員会所管事務調査

6 日 議会改革特別委員会（公開会議）

10日 入間郡町村議会議長会役員会

11日 厚生文教常任委員会所管事務調査

12日 議会基本条例作業部会

議会改革特別委員会（公開会議）

13日 滋賀県蒲生郡町村議会議長会来庁

16日 議会改革特別委員会（公開会議）

25日 議会運営委員会

30日〜12月９日　第６回三芳町議会定例会

12月

4 日 厚生文教常任委員会

7 日 総務建設常任委員会（請願審査）

8 日 全員協議会

11日 議会改革特別委員会

15日 議員政治倫理条例作業部会

16日 入間東部地区衛生組合議会議会運営委員会

18日 第７回三芳町議会臨時会

議会だより編集委員会

19日 議会改革特別委員会第１回意見交換会

22日 入間東部地区衛生組合議会第３回定例会

24日 議会改革特別委員会

25日 厚生文教常任委員会所管事務調査

１月

7 日 議会だより編集委員会

10日 平成22年消防出初め式

13日 入間東部地区消防組合議会

消防本部庁舎等建設審議会

14日 議会改革特別委員会

16日 議会改革特別委員会第２回意見交換会

19日 議会改革特別委員会

21日 議会運営委員会

23日 議会改革特別委員会第３回意見交換会

26日 議会改革特別委員会

　　　 全員協議会

次の議会定例会は

３     月２　     日（火）

開会の予定です。

休日議会及び議会報告会を
開催します

　◆休日議会

　　　日時　３月 14 日（日）10:00 〜　

　　　場所　役場７階議場

　　　内容　平成 22 年度一般会計予算審議

　◆議会報告会

　　　日時　４月 25 日（日）13:30 〜

　　　場所　中央・藤久保・竹間沢公民館同時開催

　　　内容　３月定例会の議会報告

皆様の傍聴を

　　お待ちしております。
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